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１学期を振り返って 

７月２２日（木）から夏休みに突入です。あっという間に１学期も終了しました。コロナ禍の学校で、

マスク着用や消毒、リモートによる集会活動等が普通の光景になりましたが、子どもたちがおおむね元

気に明るく生活できたことが何よりです。また、子どもたちが「成長したな。」と感じる部分が多くあり

ます。本年度の重点目標である「あいさつの心」「そうじの心」「やる気の心」は明らかに高まっている

ように感じます。特に、６年生の意識が高く、下級生をリードする場面をよく見かけます。頼もしい６

年生に感心するとともに感謝しています。さて、長い夏休みになりますが、健康と安全を第一に考えた

生活を送ってほしいと思います。明るく元気な河内っ子と２学期に再会する日を楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

４年生「河内川の生き物調査」実施 

７月１３日（火）に、本校４年生と芳野小５年生の合同で、「河内川の

生き物調べ」を行いました。ＥＭ団子づくりでお世話になった、「せせら

ぎ会」「まちづくりセンター」「公民館」の皆様の手配により、「金峰森の

駅みちくさ館」から川に降りて、水中生物を捕獲しました。その後、ル

ーペや簡易図鑑を使って、捕獲した生き物を調べたところ、１０種類ほ

どの水中生物を観察することができました。また、館内では、河内川の

環境向上への取組についての講話もあり、子どもたちの環境意識は高まったことと思います。最後に、

ＥＭ団子を河内川に投げて、活動を終了しました。大変貴重な経験でした。 

いじめ防止等対策委員会の実施 

７月１６日（金）に第１回いじめ防止等対策委員会を開催しました。スクールカウンセラー松永様、

親師会会長中村様、本校担当者５名が集まり、本校のいじめ防止基本方針の確認といじめ事例への対応

について協議しました。その中で話題になったのは、「早期にいじめの事実をキャッチすること」「子ど

もが発信しやすい環境をつくること」「子どもたちが差別意識をなくす取り組みを行うこと」等です。ま

た、学校では、月に１回程度いじめに関するアンケートを行い教育相談を行っていますが、その内容や

結果についても、積極的に保護者に発信していくことが大切であることを確認しました。 

校長の独り言（継続は力なり） 

 友人から「最近丸くなったね。」と言われることが増えたため、保健室で定期的に体重測定をしてい

ますが、河内小学校に赴任して、体重が順調に伸びています。そこで、健康維持を目的として、家で

柔軟体操と簡単な筋トレを始めました。２週間ほど経ちましたが、結果につながらず、すでにやる気

がダウンしています。子どもたちにいつも「やる気」が大切と言っている手前、もう少し頑張ろうか

なと思っています。「継続は力なり」ですね。 

 

主体的に考え行動する河内っ子 
「笑顔・元気・やる気」 河内校 

きれいな河内川 

夏休み中の見守りと相談について 

夏休み中に、子どもの悩みや変化についてご心配されることがあるかもしれませんが、その場合、積

極的に学校にご相談ください。一緒に考えていきます。また、「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」やＬ

ＩＮＥ相談「こころの悩み＠熊本連携中枢都市圏」もありますので、必要に応じてご活用ください。 


